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●串間市立図書館
　☎ 72－1177
●開館＝午前10時〜午後６時
●休館日＝毎週月曜日
●�ＨＰ＝https://www.city.kushima.

lg.jp/library/index.html

図書館に行こう

新刊情報
ゆうべの食卓(角田�光代／著)
朝星夜星(朝井�まかて／著)
あなたはここにいなくとも(町田�そのこ／著)
大雑把かつあやふやな怪盗の予告状(倉知�淳／著)
ガウディの遺言(下村�敦史／著)
完全なる白銀(岩井�圭也／著)
黄色い家(川上�未映子／著)
逆転のバラッド(宇佐美�まこと／著)

　串間市立図書館職員がおすす
めしたい本を小学校「１・２年」、

「３・４年」、「５・６年」、「中高生」
に分けて紹介しています。読書
への扉を開いてみませんか。
※写真のチラシは昨年のものです。
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　短歌・俳句・詩をはじめ、昔
を思い出して書かれた随筆や童
話など、今回も多様な作品がそ
ろいました。巻末には、神戸雄
一詩碑祭で入賞した小中学生の
俳句と短歌の紹介もあります。

　通学のバスの中で見かけるあ
の人みたいになりたい…。同じ
中学の受験に<合格した>奈鶴
と、<落ちた>律。バスを降り
た２人は、新たな一歩を踏み出
し…。名前も知らない男女の視
点で描く青春成長物語。

４月23日～５月12日は�
子ども読書習慣です

今月のテーマ展示

イベント情報

「春のアニメ上映会」
●日にち＝４月５日（水）
●時　間＝午前10時～／午後１時～
●場　所＝２階会議室　　　●料　金＝無料
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地域名注意「鍛冶屋」→「鍜治屋」
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市長コラム

新たな人生の新たな人生の
スタートスタート

お持ちの空き家、
空き家バンクに登録しませんか？
【問い合わせ先】総合政策課地域振興係☎ 55-1153

　本市では、移住者の住まいのサ
ポートのために「空き家バンク制度」
を導入しています。
　所有している空き家を有効に活用
しませんか？
● 空き家バンクって、どんな制度？
　空き家バンク制度は、所有してい
る空き家を貸したい・売りたい人が
登録し、市公式サイトなどを通して
自治体が物件情報を発信します。こ
の情報をもとに移住希望者が希望す
る物件を見つけ、所有者と直接交渉
契約ができる仕組みです。
●�なぜ空き家対策って必要なの？
　➡ 老朽化による倒壊の危険がある
ため

　　�空き家をそのままにしておくと
倒壊の恐れがあり、周囲の住居
への被害も考えられます。

　➡�防犯上の問題
　　 空き家は人の出入りがないため、

犯罪の現場になってしまう恐れ
があります。

　➡�景観上の問題
　　 建物の状態が悪くなるだけでな

く、庭の雑草や木が伸びて景観
が悪くなる恐れがあります。

● 空き家バンクに登録するとどんな
メリットがある？

　空き家は維持・管理に時間もお金
もかかってしまいます。空き家バン
クに登録することにより、景観保護
や空き家の維持・管理における所有
者の負担軽減につながります。
● 空き家バンク活用の流れ
＜空き家バンクへの登録＞
① 市総合政策課へ空き家物件の登録

申し込みをします。
② 市の担当者が物件の現地確認を行い

ます（所有者の方もご同行ください）。
③ 空き家バンクへ物件情報を登録す

ると、市の公式サイトなどへ掲載
されます。
＜空き家バンクの利用＞
① 移住希望者から串間市役所へ問い

合わせがあります。

② 市の担当者が空き家の所有者に連
絡を取り、見学日程の調整をしま
す。

③ 空き家の所有者、移住希望者、市
の担当者により物件の見学（内覧）
を行います。

④ 空き家の所有者と移住希望者の当
事者間で、交渉・契約を行います。

※ 市役所は交渉・契約（賃貸売買）に
関する仲介は一切行うことができ
ません。

※ 契約時・契約後のトラブル防止の
ためにも、専門業者の仲介をおす
すめします。

　 詳しくは、市公式サイトをご参照
ください。
串間市公式サイト→くらし→空き家
→空き家バンク登録について
https://www.
city.kushima.
lg.jp/main/city/
cat3178/post-
576.html

空き家
バンク

紹介

移住者

登録

空き家所有者
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